ＦＢＩＡ製品登録マークの使用及び説明表記に係る管理要綱
　　　制定日：XXXX年X月XX日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. 目的
本管理要綱は、ファインバブル産業会が登録承認を行った  登録者名　の該当製品（　登録製品名　）にFBIA製品登録マーク（以下、マークと略称）を使用する時の表記及びその管理方法について、ファインバブル産業会が定めたルールのもと定めることを目的とする。

2. FBIA製品登録マークの表示と管理
（１）FBIA製品登録マーク
　　登録製品名　　にFBIA製品登録マークを使用するときは、以下に示された「FBIAマーク絵柄」、「マーク付記」及び、
ファインバブル産業会が定めた表示ルールを厳守する。
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FBIAマーク図柄　⇒

　　　　　　　　　

マーク付記　⇒

1 マーク図中の灰色はRGB表現で77/256, 77/256, 77/256、青色は同じく39/256, 80/256, 129/256で設定する。
ただし、媒体に印刷する際のCMYKについては、ファインバブル産業会の指定がないため、RGB表現に近い
[bookmark: _GoBack]ものを登録者名　が選定し、使用する。
2 マーク付記は上記に示してある「RUFBMB2XXXXXX」で統一する。
3 マーク付記の幅が絵柄の幅を超えないようにする。
4 上記とは関係のない、例えばファインバブルの性能、効果等の説明をマークの近傍に表示し、マークの一部と
なるような印象を与えないようにする。また、マーク図柄単体で、FBIA製品認証登録マークとして扱わない。
5 実際の製品などに表示するFBIA製品登録マークの様式は、出来るだけ具体的な媒体をFBIAに提出し承認を
得なければならない。

（２）表示媒体
FBIA製品登録マークは、FBIA製品登録制度における登録対象（製品など）の他、その包装、容器もしくは送り状、さらに取扱い説明書に表示することができる。　また、パンフレット、カタログ、ホームページなどの広告資料においても使用することができる。
ただし、マークを使用する場合は、公開前に都度ファインバブル産業会にマーク使用案を提出し、確認を取る。
また、マークと併せて表示する文章も適切な説明表記であるかを、公開前にファインバブル産業会へ確認をとり、
もし、マークの意図と異なる表記があると指摘を受けた場合は、直ちに適正な表記に修正する。


住所
登録者の氏名又は名称及び法人
にあっては代表者の氏名　　　　　　　　　印　　　　　　　　　  
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